
平成 27 年度 河川情報センター研究助成報告会 

開催レポート 
（助成期間 平成２５年１０⽉〜平成２６年９⽉） 

 
本年度（平成 27 年度）は、研究助成成果報告会を⼀般に公開したところ、27 名の⽅々に
ご聴講いただきました。 
報告会当⽇は、各発表に対する質疑応答や意⾒交換において、熱⼼な議論がなされました。 
開 催 ⽇ ︓平成２７年５⽉２５⽇（⽉） 
場  所 ︓河川情報センター ４階 ＡＢＣ会議室 
 

  

 

中森 広道      〔⽇本⼤学 ⽂理学部社会学科 教授〕 

「東⽇本⼤震災と⼀⼈暮らしの若者の災害対策・防災意識」に関する研究 

 

  

 
浅野 友⼦   〔東京⼤学⼤学院 農学⽣命科学研究科付属秩⽗演習林 講師〕 

「⼭地河川における洪⽔流出観測精度の向上にむけた研究」 

 

  

 

■発表■ 



樋⼝ 明彦       〔九州⼤学⼤学院 ⼯学研究院 准教授〕 

※発表は共同研究者 榎本 碧 〔九州⼤学 景観研究室 特任助教〕 

「筑後川における過去の⽔害発⽣地と河道変遷および⽔神祀の⽴地との関係性」に関する

研究 

 

橋本 晴⾏      〔九州⼤学⼤学院 ⼯学研究院 教授〕 

「異常豪⾬による広域災害下における⾃治体の危機管理」に関する研究 

 

荏本 孝久       〔神奈川⼤学 ⼯学部 教授〕 

※発表は共同研究者 落合 努 〔株式会社 構造計画研究所〕 

巨⼤津波危険⾮伝承の観光都市における⼈々の避難意思喚起のための効果的対策の研究 

―古都鎌倉市を事例として― 

 


